
市
民
の
声
を
第
一
に

日
は
那
覇
市
で
「
Ｄ
、

21
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て
」

学
び
ま
し
た
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

今
や
、
ど
の
自
治
体
で
も

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
の
特
徴
は
、
市

民
の
声
を
第
一
に
掲
げ
、

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。「

市
役
所
の
手
続
き
の

た
め
に
、
平
日
は
仕
事
を」

休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
声
に
、
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
「
行
、

か
な
い
、
書
か
な
い
、
待

」

。

た
な
い
環
境
を
整
え
る

具
体
的
に
は
、
保
育
所

の
入
所
申
し
込
み
は
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
を
選
択
し
な

い
市
民
に
対
し
て
は
、
き、

め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て

誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
増
で
開
発
投
資

日
は
う
る
ま
市
で
、

22
「
石
川
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
」
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

沖
縄
自
動
車
道
Ｉ
Ｃ
が

あ
り
、
沖
縄
本
島
の
中
南

部
と
北
部
を
つ
な
ぐ
交
通

の
要
衝
で
す
。

人
口
が
増
え
、
開
発
投

資
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
に
、
道
の
駅

や
運
動
広
場
、
公
園
を
整

備
し
て
、
誘
客
を
図
っ
て

い
ま
す
。

旧
石
川
市
役
所
の
建
物

は
更
地
化
を
前
提
に
、
そ

の
周
辺
は
海
に
面
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
複
合
的
な

リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
業
界
守
る

日
は
石
垣
市
で
「
石
、

23
垣
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
」
学
び
ま
し
た
。

前
日
に
テ
レ
ビ
で
「
石
、

垣
で
『
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
』
開
始
へ
、
７
月
中

に
も
」
と
、
陸
運
事
務
所、

か
ら
の
許
可
が
報
道
さ
れ

ニ
ュ
ー
ス
の
ま
っ
た
だ
中

で
し
た
。

国
が
進
め
る
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
は
「
自
家
用
車
」
を

活
用
す
る
事
業
で
、
タ
ク

シ
ー
業
界
か
ら
は
「
白
タ

ク
＝
無
資
格
タ
ク
シ
ー
の

合
法
化
」
と
し
て
反
対
の

声
が
あ
り
ま
す
。

石
垣
市
は
む
し
ろ
、
タ

ク
シ
ー
業
界
を
守
る
た
め

に
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
管

理
の
下
で
、
一
般
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
雇
用
契
約
を
結

び
、
稼
働
し
て
い
な
い
タ

ク
シ
ー
を
使
っ
て
、
有
料

で
お
客
を
運
び
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
す

る
金
曜
日
と
土
曜
日
の
午

後
４
時
か
ら
翌
朝
の
５
時

ま
で
の
稼
働
に
限
定
し
、

市
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
１
人

当
た
り
の
時
給
に
上
限
額

で
千
円
を
上
乗
せ

補
助
し
、
既
存
の

会
社
運
転
手
の
賃

金
や
福
祉
厚
生
な

ど
に
還
元
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
は
１
日

３
時
間
以
内
、
勤

務
日
は
週
２
日
以

内
で
、
安
全
に
配

慮
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
7月 25人 21,430円
6月 31人 26,720円

市
議
会
総
務
常
任
委
が
５
月
に
沖
縄
行
政
視
察

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

ふ
る
さ
と
賛
歌鈴木

重
雄(

八
色
木)

永
慶
寺
境
内
散
歩
②

夜
念
仏
碑

（

）

嘉
永
３
年
１
８
５
０

建
立
。

念
仏
は
、
心
に
仏
の
姿

や
功
徳
を
観
じ
、
仏
名
を

唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
極

楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と

言
う
。

お
盆
の
頃
、
一
本
柱
の

上
に
祀
ら
れ
た
お
堂
を
担

ぎ
、
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら

近
隣
の
村
々
を
廻
っ
て
い

た
。家

々
で
は
、
念
仏
様
が

来
た
と
言
っ
て
門
口
に
出

て
、
お
堂
に
お
米
や
金
包

み
を
喜
捨
し
て
拝
ん
だ
。

そ
の
御
神
輿
は
薬
師
堂
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。

鐘
楼

し
よ
う
ろ
う

（

）

昭
和
２
年
１
９
２
７

建
立
。

永
慶
寺
開
創
の
明
峰
素

哲
禅
師
６
０
０
回
忌
供
養

大
授
戒
会
を
記
念
し
て
建

立
し
た
。

現
在
の
鐘
よ
り
一
回
り

大
き
く
立
派
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
戦
時
中
に
鉄
類

、

、

回
収
で
徴
収
さ
れ
戦
後

昭
和

年
に
檀
家
の
寄
進

24

に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

住
職
は
毎
日
、
定
時
に

お
経
を
唱
え
な
が
ら
村
人。

に
時
刻
を
知
ら
せ
て
い
た

稲
荷
堂

寺
の
境
内
に
稲
荷
堂
が

あ
る
の
は
珍
し
い
。
い
つ

頃
誰
が
建
立
し
た
か
分
か

ら
な
い
が
、
立
派
な
堂
宇

で
あ
る
。

ご
本
尊
は
勇
気
凜
々
の

馬
の
男
根
と
言
う
。

由
来
に
つ
い
て
は
つ
ま

び
ら
か
で
は
な
い
が
、
初

午
の
日
に
は
世
話
方
が
開

帳
し
、
参
詣
者
も
多
か
っ

た
。

子
安
観
音
と
狛
犬

こ

や

す

か

ん

の

ん

こ

ま

い

ぬ

こ
の
お
堂
は
、
旧
八
栄

島
小
学
校
体
操
場
の
処
に

あ
っ
た
の
を
、
大
正

年
12

に
現
在
地
に
遷
宮
し
た
。

中
に
、
一
乗
院
と
皇
大

神
社
の
棟
札
な
ど
が
あ
る

が
、
神
社
改
築
の
際
、
一

時
預
か
り
し
た
の
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
。

仏
像
な
ど
が
数
多
く
あ

り
、
観
音
像
は
江
戸
初
期

２
代
将
軍
秀
忠
公
の
頃
の

作
と
、
戸
川
安
章
氏
は
話

し
て
い
た
。

狛
犬
は
「
出
雲
型
」
と

言
わ
れ
、
尾
が
上
に
な
り

逆
立
ち
の
形
で
珍
し
い
。

鶴
岡
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
（
本
間
正
芳

委
員
長
）
の
行
政
視
察
が
５
月

日
か
ら

日

21

23

ま
で
３
日
間
、
沖
縄
県
で
行
わ
れ
、
委
員
と
し

て
加
藤
鉱
一
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

石垣市議会の議場にて（5/23）



鶴
岡
市
議
会
の
令
和
５

年
度
分
の
政
務
活
動
費
報

告
が

日
、
議
会
ホ
ー
ム

10

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。政

務
活
動
費
は
議
員
１

人
当
た
り
月
額
３
万
円
が。

各
会
派
に
支
給
さ
れ
ま
す

各
会
派
で
は
、
使
途
基

準
に
沿
っ
て
認
め
ら
れ
た

経
費
に
つ
い
て
、
収
支
内

訳
書
、
支
出
明
細
書
、
領

収
書
を
議
会
事
務
局
に
提

出
し
、
事
務
局
の
チ
ェ
ッ。

ク
を
経
て
公
表
さ
れ
ま
す

年
度
末
に
お
い
て
残
額

が
あ
っ
た
場
合
は
、
返
還

さ
れ
ま
す
。

市
議
会
政
務
活
動
費
に

つ
い
て
は
、
自
民
会
派
の

ガ
ソ
リ
ン
代
不
正
受
給
を

受
け
「
手
引
き
」
が
令
和

、

５
年
４
月
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
報
告
で
は
、
個

人
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
携
帯

電
話
料
な
ど
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。、

、

政
党
活
動
選
挙
活
動

後
援
会
活
動
に
係
る
経
費

は
、
政
務
活
動
費
を
充
て

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

共
産
党
市
議
団
が
毎
週

「

」

発
行
す
る
新
つ
る
お
か

は
、
こ
れ
ま
で
議
会
活
動

と
政
党
活
動
を
按
分
し
て

き
ま
し
た
が
、
議
員
団
の

自
前
経
費
に
よ
る
発
行
に

切
り
替
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
議
会
報
告
版

と
し
て
全
戸
配
布
す
る
号

に
つ
い
て
は
、
政
務
活
動

費
を
充
て
て
い
ま
す
。

『

』

、

民
報
発
行
経
費
は

当
初
か
ら
政
務
活
動
費
は

使
わ
ず
、
読
者
カ
ン
パ
に

依
拠
し
て
発
行
し
て
き
ま

し
た
。

無
会
派
の
議
員
に
つ
い

て
は
、
会
派
離
脱
の
時
期

の
違
い
で
、
収
入
額
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

。

ん
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
か

▲
こ
の
集
団
、
知
事
選
挙

を
バ
カ
に
し
て
い
な
い
？

今
の
都
政
を
こ
う
変
え
て

い
く
ん
だ
、
知
事
に
な
っ

て
こ
う
頑
張
る
か
ら
、
で

な
い
ん
だ
。
公
約
は
都
政

に
関
係
な
い
の
か
。

▲
得
票
が
有
効
投
票
の
10

％
に
満
た
な
い
場
合
、
一

人
３
０
０
万
円
の
供
託
金

は
返
っ
て
こ
な
い
。
彼
等

の
７
２
０
０
万
円
は
大
き

い
お
金
だ
。
ど
こ
に
金
蔓

が
あ
る
の
か
ナ
～
。

▲
こ
の

人
に
は
、
ポ
ス

24

タ
ー
を
張
る
番
号
が
あ
っ

た
ん
だ
が
、
受
付
を
し
て

も
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
番
号

の
な
い
人
が
い
た
。
同
じ

条
件
で
な
い
か
ら
と
、
訴

訟
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、。

番
号
は
受
付
番
号
な
ん
だ

だ
か
ら
選
管
は
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
が
出
来
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
て
受
け
付

け
て
い
た
。

▲
ポ
ス
タ
ー
は
選
管
の
許

可
が
必
要
。
表
現
の
自
由

と
は
言
え
、
よ
く
も
あ
ん

な
物
を
選
管
が
許
し
た
も

ん
だ
。
選
挙
を
笑
い
も
の

に
さ
れ
て
・
・
・
石
川
）

（

「
天
皇
は
神
聖

「
元
首

」、
」

、

ニ
シ
テ
統
治
権
を
持
ち

緊
急
時
に
は
「
帝
国
議
会

閉
会
ノ
場
合
ニ
於
テ
法
代

ル
ヘ
キ
勅
令
」
公
布
「
陸
、

（

）

海
軍
ヲ
統
帥
と
う
す
い

ス
」
と
あ
り
、
国
権
の
全

。
て
を
独
占
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。。

後
の
初
代
総
理
・
伊
藤

博
文
（

）
が
中
心
に

写
真

都
知
事
選
を
見
て

都
知
事
選
、
争
点
が
は

っ
き
り
し
な
い
の
は
メ
デ

ア
の
怠
慢
。
選
挙
が
終
わ

っ
て
３
位
の
候
補
を
バ
ッ

シ
ン
グ
。
本
当
は
恐
れ
て

い
た
ん
だ
。
女
性
候
補
に

割
っ
て
入
っ
た
男
、
住
所。

は
ど
こ
で
も
い
い
っ
て
か

▲
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
板
は

１
万
４
千
ヶ
所
あ
る
ん
だ

っ
て
。
得
票
上
位
３
人
は

全
部
張
っ
て
い
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
以
外
は
多
分
・

で
し
ょ
。
で
も
、
こ
の
顔

で
こ
の
政
策
を
、
と
い
う

の
が
ポ
ス
タ
ー
の
目
的
で

し
ょ
。
そ
れ
が

人
は
同

24

じ
政
策
な
ん
だ
っ
て
サ
。

だ
っ
た
ら
選
挙
公
報
は
、

同
じ
文
章
が

も
続
い
て

24

い
た
ん
だ
ろ
う
か
ネ
～
。

▲
し
か
し
、
候
補
者
だ
か、

ら
全
員
名
前
は
違
う
の
に

全
部
同
じ
図
柄
だ
っ
た
み

。

、

た
い
し
か
も
こ
の
区
画

希
望
す
れ
ば
金
を
頂
い
て

選
挙
に
関
係
な
い
物
で
も

張
り
出
さ
せ
る
と
も
言
っ

て
い
た
な
～
。
選
挙
を
な

大
日
本
帝
国
憲
法
は
、

「
人
民
告
諭
」
か
ら

年
20

（

）

後
の
１
８
８
９
明
治
22

年
２
月
公
布
、
翌
１
８
９

０
（
明
治

）

月

日

23

11

29

施
行
さ
れ
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
現
人
神
の

天
皇
は
、
統
治
権
で
あ
る

立
法
・
司
法
・
行
政
の
３

権
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
。

天
皇
は
現
人
神
で
あ
り

東
田
川
史
跡
物
語

私
擬
憲
法
に
天
皇
条
項

青
山

崇

な
り
、
ド
イ
ツ
法
学
者
ヘ

ル
マ
ン
・
ロ
エ
ス
レ
の
助

言
を
受
け
政
府
案
を
作
成

し
た
。

天
皇
も
同
者
よ
り

回
33

の
講
義
を
受
け
て
い
る
。

一
方
政
府
に
対
し
自
由

民
権
派
の
人
々
も

ほ
ど

60

。

の
私
擬
憲
法
案
を
作
っ
た

そ
の
中
の
『
東
洋
大
日

本
国
国
憲
按
』
は
、
１
８

８
１
年
（
明
治

年
）
の

14

国
会
期
成
同
盟
大
会
の
決

定
を
受
け
、
民
権
運
動
の

り
ー
ダ
ー
で
あ
る
植
木
枝

盛
（

）
が
起
草
し
た

写
真

も
の
で
あ
る
。

人
民
の
自
由
と
平
等
の

権
利
、
さ
ら
に
に
抵
抗
権

・
革
命
権
ま
で
し
っ
か
り

記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
改
め
て
驚
い
た
の
で

あ
る
（
つ
づ
く
）

。

鶴
岡
市
議
会
政
務
活
動
費
の
報
告

令和５年度分　鶴岡市議会　政務活動費報告（令和６年７月10日） （単位：円）

市民の声 市民フォ 鶴岡市議会 
・鶴岡 ーラム 公明党

SDGs鶴ヶ岡 本間　信一中沢　深雪 阿部　寛 佐藤　麻里 創政クラブ小野　由夫
日本共産党 

鶴岡市議団

収　入（政務活動費）720,000 720,000 720,000 120,000 360,000 150,000 150,000 1,080,000 3,480,000 210,0001,440,000

支　出

研究研修費 73,960347,700 101,800 233,025 40,330

調査諸費 12,987 107,106 1,047,845

広　報　費 762,122 593,868 819,046 368,700 232,188 445,241 720,129

広　聴　費 11,016

要請・陳情 

活　動　費

資料作成費 48,265 180,840 36,687 4,525 56,696 438,775

資料購入費 237,776 10,492 241,986 638,538

人　件　費

事務所費

合　　計 762,122 61,252 774,708 88,977 368,700 101,800 232,188 1,095,070 2,885,617 01,441,209

残　額 0 658,748 0 31,023 0 48,200 0 0 594,383 210,0000


